大学生の育児意識に関する一考察 (研究活動報告3) by 中澤, 祐子 et al.
Title大学生の育児意識に関する一考察 (研究活動報告3)
Author(s)中澤, 祐子; 星野, 明子; 桂, 敏樹








健康科学 第2巻 2005  
研究活動報告一3－  
大学生の育児意識に関する一考察  

















研 究 結 果   
1．対象者の特性   
対象者男女4名とも，兄弟姉妹を持ち，子倶は好き  
で将来的に子供を欲しいと思っている点が共通してい  










































方  法   
1．調査および分析  






上でテープに録音した。   
2）データの分析   
分析は面接の録音テープ内容を逐語記録におこし  
た。育児に関する逐語記録の部分を内容のまとまりご  
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表1 対象者の概要  
A   B   C   D   
性 別   男 性   男 性   女 性   女 性   
兄弟姉妹構成   妹1人   妹1人   兄1人，妹1人  妹2人   
高校卒業までの家族構成   複合家族   核家族   複合家族   核家族   
子供の頃家族や身近な人によく面倒をみても った な い   
らり，遊んでもらったりした記憶   あ る   あ る   
これまでに，乳幼児を抱いたり，一緒に遊んだ た  あ る   
りし経験  あ る   あ る   あ る   
現在子供と触れ合う機会   あ る   な い   あ る   な い   
育児に対する自信   あ る   な い   な い   あ る   
欲しい子供の数  男の子は欲しいが女の 子はどっちでもいい  2人（男，女）  2人（男，女）  2～3人（女の 子は必ず）   






















2．大学生の育児意識   
分析の結果，“育児のイメージ”， “理想とする育  













表2 大学生の育児意識  
大カテゴリー   中カ テ ゴリ ー   小 カ テ ゴ リ ー   
（1）育児は何とかなりそうだ   子育てはなんとかなる（男3）  
（2）育児は大変そうだ  育児はしんどそうだ（女2）  
育児のイメージ  
育児は面倒くさそうだ（男1）  
（3）育児に興味がもてそうだ  育児はおもしろそう（男2）  
育児はやりがいがある（女2）  




理想とする育児  （2）育てられたように育てたい  自分の育児観は親の影響が強い（男1，女2）  
自分の母親のようになりたい（女2）  
（3）子供が小さい頃は育児に専念したい   
子僕が小さい頃は育児に専念して子供のそばにいてあげたい  
（女2）   
（1）子供への愛情ある育児を期待する  子供に愛情を持って育ててほしい（男2）  
パートナーへの期待       （2）育児への協力を期待する   奥さんにはちゃんとやることやってほしい（男2）  
夫と一緒に育児をやりたい（女2）  
育児への関心を示してほしい（女2）   
※小カテゴリーの（）内は延人数である  




う〉 〈育児はやりがいがある〉 〈子供の成長に期待がも  







と思われた。   
〈育児はやりがいがある〉 〈子供の成長に期待が持  






















はできる限りのことをしてあげたい〉 〈子供の将来の  
ための基盤を作ってあげたい〉 〈た‘くさんの機会を与  
えて多くのことに興味がもてるようにしたい〉の3つ  
の小カテゴリーがある。   
























親の影響が強い〉，〈自分の母親のようになりたい〉 の  
小カテゴリーで構成されていた。  

















自分たちの手で育てたい〉 〈子供が小さい頃は育児に  
専念してこどものそばにいてあげたい〉 の2つの小カ  
テゴリーに分類された。   
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とやることをやってほしい〉 〈夫と育児を一緒にやり  
たい〉 〈育児への関心を示して欲しい〉の小カテゴ  
リーに分類された。   


































生の育児の行為を捉えた 〈育児は面倒くさそうだ〉  
と，女子大学生の育児行為だけでなく育児のもたらす  
精神的な大変さをも含めた〈育児はしんどそうだ〉 に  
わかれた。「育児に興味が持てそうだ」では，男子大  
学生が子供と会話や遊びなどで接することに興味を  
持って 〈育児はおもしろそう〉 としており，女子大学  
生は子供と接することでのおもしろさだけでなく，大  
変さや悩みも含めて 〈育児はやりがいがある〉 〈子供  



















認識して 〈子供に愛情を持って育ててほしい〉 〈子供  
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